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Abstract
In this paper the result of research on maritime archaeological site in east Mediterranean Sea was shown.
Author visited 7 countries, that is Hellenic Republic, Republic of Cyprus, Republic of Lebanon, Arab Republic
of Egypt, Republic of Tunisia, Republic of Malta and Republic of Italy, by the research project from 28th August
to 18th September in 2002.
From this research the author con丘rm several ancient maritime data. One is the existance and
priservation of graffiti of ship which was scratched onto ortostats at the ruined temple of Malta. This ancient
stone age was older than Pilamid age in Egypt. Many cites also constructed near the harbour and ship was





















































































































































































































































































































































































































































低下し、 1797年にはナポレオンの支配下に入る。 19世紀にはオーストリアにより統治され、 1866年にはイタリア
に併合された。
ベネッイア海軍歴史博物館







写真46　ベネッイア海軍歴史博物館　　　　　　写真47　Model of a 16th Century Venetian Trirem
(ベネッイア海軍歴史博物館)
写真48　ベネッイア海軍工廠入口 写真49　ゴンドラ修理工場(ベネッイア)
15.ジェノバ(イタリア)
ジェノバは古代ローマによって港湾都市の基礎が築かれ、 11世紀末に始まった十字軍の遠征を機に、海洋国家と
して発展した。その後、近隣のピサ共和臥　アドリア海のベネッイア共和国と地中海の覇権をめぐる紛争が続く。
13世紀にはピサを破り、ティレニア海を手中に収めるが、 14世紀末にはベネッイアに敗退し、次第に勢力を弱め
た。現在は海運国の伝続を守り、イタリア最大の港湾都市として栄えている。
コロンブスの家はコロンブスが幼年期を過ごしたと伝えられる2階建ての家で18世紀に再建された。ダンテ広
場にある。
(168)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄司邦昭
コロンブスの家
Casa di Colombo
開　　館:9時-12時、 14時-19時
料　　金:大人1. 55ユーロ
訪　　問:9月16日(月曜日)
写真50　コロンブスの家
あとがき
本報告は2002年度文部科学省科学研究費基盤研究C 「船に見る地中海文明史　-ギリシアを中心に古代から現
代まで-」 (14510642研究代表者　丹羽隆子教授)による調査に共同研究者の一人として参加して得られた海事関
係資料を行程順にまとめたものである。ここに示す解説については表層的な記述しかなされていない個所が多いが、
今後は現地で入手した資料や記述したメモなどをもとにさらに詳細な分析を行ないたい。
ここに示した幾つかの古代の遺跡や神殿跡などを訪問し、その多くが海岸付近に造られているのをみて、海や港
が古代において都市の発展と深く関わっていたことを実感することができた。このような事項についても今後検討
していきたい。
